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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月22日(2017.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプル・マウント（２３）に装着されたサンプル（２０）を画像化するための光学構
成（１０）であって、
　－　照明（４０）を作り出すための照明対物レンズ（３０）と、
　－　前記サンプル（２０）からの放射（６０）を画像化するための検出対物レンズ（５
０）と、
　－　前記照明対物レンズ（３０）の後焦点面（３４）にある、平行移動可能な照明ビー
ム発生器（３６、７０、９０）と
を備え、
　それによって、前記照明対物レンズ（３０）が、前記サンプル・マウント（２３）のま
わりの前記検出対物レンズ（５０）に対して鈍角で前記サンプル・マウント（２３）のま
わりに配列される、光学構成（１０）。
【請求項２】
　前記照明対物レンズ（３０）および前記検出対物レンズ（５０）が、実質的に水平な面
に配置される、請求項１に記載の光学構成。
【請求項３】
　前記照明対物レンズ（３０）および前記検出対物レンズ（５０）からなる面に垂直な方
向に位置づけられたカメラ（８０）をさらに備える、請求項１または２に記載の光学構成
（１０）。
【請求項４】
　平行移動可能な照明ビーム発生器（３６、７０、９０）が、可動ミラー（７０）を含む
、請求項１から３のいずれか一項に記載の光学構成（１０）。
【請求項５】
　前記カメラと前記平行移動可能な照明ビーム発生器（３６、９０）とに接続された制御
プロセッサ（９５）をさらに含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の光学構成。
【請求項６】
　前記サンプル・マウント（２２）のまわりの前記照明レンズ（３０）に対してさらなる
非垂直の角度で配列されたさらなる検出レンズ（５７）をさらに含む、請求項１から５の
いずれか一項に記載の光学構成（１０）。
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【請求項７】
　照明対物レンズ（３０）および検出対物レンズ（５０、５７）として交互に使用するこ
とができる複数の対物レンズ（３０、５０、５７）を含む、請求項１から６のいずれか一
項に記載の光学構成（１０）。
【請求項８】
　前記複数の対物レンズ（３０、５０、５７）のうちの３つが、前記複数の対物レンズ（
３０、５０、５７）に対して互いにほぼ１２０°で配列される、請求項７に記載の光学構
成（１０）。
【請求項９】
　前記照明対物レンズ（３０）の中の検出器（１００）に接続された画像プロセッサ（１
１０）をさらに含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の光学構成（１０）。
【請求項１０】
　前記照明（４０）が、前記サンプル（２０）上に投影される１次元ラインの形態のもの
である、請求項１から９のいずれか一項に記載の光学構成（１０）。
【請求項１１】
　照明（４０）を作り出すための照明対物レンズ（３０）と、浸漬媒体（２２）の中のサ
ンプル（２０）からの放射（６０）を画像化するための検出対物レンズ（５０）とを備え
る光学構成において前記サンプル（２０）を画像化する方法であって、前記照明対物レン
ズ（３０）および前記検出対物レンズ（３０）が、互いに鈍角で配列され、
　－　照明（４０）を生成するステップと、
　－　前記照明対物レンズ（３０）の後部の中にオフセンタ方向で前記照明（４０）を誘
導するステップと、
　－　前記浸漬媒体（２２）からの放射をモニタするステップと、
　－　前記オフセンタ方向を変更するステップと
を含む、方法。
【請求項１２】
　前記浸漬媒体（２２）からの前記放射が、信号を制御プロセッサ（９５）に供給するカ
メラ（８０）によって画像化され、前記制御プロセッサ（９５）が、前記照明（４０）の
前記誘導を制御する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記制御プロセッサ（９５）が、可動ミラー（７０）の位置を制御する、請求項１１に
記載の方法。


	header
	written-amendment

